
山崎小学校

こんなことに気をつけよう
き

今年も、田植えの季節がやってきました。この季節は用水路に水がいっぱい流れるよ
こ と し た う きせつ きせつ ようすいろ みず なが

うになります。だから、つぎのことに十 分気をつけて生 活をするようにして下さい。
じゆうぶん き せいかつ く だ さ い

１．水の事故について
み ず じ こ

水がないときの用水路に落ちてしまっても、ケガをするていどですむかもしれないけれ
みず ようすいろ お

ど、今の時期は水がいっぱい流れているので、もし落ちてしまったらケガだけではすま
いま じ き みず なが お

なくなってしまいます。だから、用水路の近くではぜったいに遊ばないようにしましょう
ようすいろ ちか あそ

２．「あぜ」や「せき」について
学校の行き帰りに，田のようすを見て気
がつこう い かえ た み き

づいたことはありませんか。５月になると，

田に水を入れて田植えの 準 備がはじまりま
た みず い た う じゆん び

す。そのために，今農家の人たちは，肥料
いまのう か ひと ひ りよう

をやったり，田おこし，もみまきなどして，
た

なえを育てています。
そだ

おいしいお米は「太陽と水と土」からで
こめ たいよう みず つち

きます。

田に入れる水は，農家の人がお金を出して買っています。また，田に入った水
た い みず のう か ひと かね だ か た はい みず

には，肥料がとけていて，なえが育つのによいのです。この大切な「水」と
ひ りよう そだ たいせつ みず

「土」を守っているのが「あぜ」です。
つち まも

また，水を出し入れするための「せき」として小
みず だ い ちい

さな板を入れています。この「せき」をはずすと，
いた い

せっかく入れた大切な水が流れてしまい，農家の
い たいせつ みず なが のう か

人が大変こまります。
ひと たいへん

私 たちが食べるお米を作っている農家の人にめ
わたし た こめ つく のう か ひと

いわくをかけないように，絶対に「せき」をさわ
ぜつたい

ったり，「あぜ」を歩いたりしないようにしましょ
ある

う。

３．田畑の作物を大切に
た は た さ く も つ た い せ つ

これからの時期、田畑の作物は芽がどんどん大きくなり、花を咲かせたり、実
じ き た はた さくもつ め おお はな さ み

をつけたりし、成 長していきます。そして、農家の人たちはとても大切な作物の
せいちよう のう か ひと たいせつ さくもつ

収 穫をします。それで田畑の中に入って，作物を引きぬいたり，ふみあらしたり，
しゆうかく た はた なか はい さくもつ ひ

石を投げたりすると、農家の人たちは大変悲しい思いをします。
いし な のう か ひと たいへんかな おも

田畑に入ったり、石を投げ入れたり、作物を引きぬいたりしないようにしま
た はた はい いし な い さくもつ ひ

しょう。

※このようなハンドル(せき)も

勝手にまわさない
かつ て


